























河本氏の司会によって,まず同氏か ら本問題をシンポジュームの論 題 と し
て,と り上げる意味の説明があった。それによると 「ヒューマンエンジニァリ
ング(入間工学)と は一般には耳新 しいが,欧米では戦前から存在 し,近年,
日本で もこれがデザイン界で問題になっている。今後 これとデザインとの関係
をさぐるため,日常その研究にたずさわっておられる四氏に,一応の概念を規
定して もらうことか ら始める」 と。そして,中村氏か らまず,そ の一般概念及
び研究の現況の説明があり,三浦氏からは工作機械の立場における人間工学の
様相が説明きれ,向井氏は建築の立場か らの説明があ り,申嶋氏は被服4zおけ





にあって も人間工学の問題は重要であり,今後のデザインを考える上 に お い
て,人間工学の果すべ き役割は見逃 しがたい。ただし,いままでの 人 問 工 学
が,人 閥中心か ら出発 しているといいなが ら,自然科学的色彩が濃厚 という風
に見受けられるな らば,流動してやまない人間の歴史的概念を決定するには至
らない。いわば,そ こに今後の人聞工学の果すべ き道があり,それはヒューマ





「イランの自然 と美術」 京都美大 申井 貞次氏
「ペルシヤの陶器」 〃 小山 喜平氏
「伝統工芸の リデザイン」 京都市工芸指導所 片山 行雄氏










「結縄文について」 関 学 大 吉村 元雄氏
一 スライド使用一
「外部空間のラフスケッチ」 兵 庫 工 高 菅原 亮氏
「設計組織 と管理について」 新三菱重工 田申 弥氏
「フォルム概念吟味より意匠学の問題 を論ず」 龍村 謙氏
シンボジューム
「クラフ トとデザイン」
司 会 京 都 工 纖 大 河本 敦夫氏
パネ リス ト 京都市工芸指導所 片山 行雄氏
大 阪 市 大 高田 克己氏
デザインハウス 坪井 恭平氏
京 都 美 大 元井 能氏
「クラフ トとデザイン」について,まず,元 井氏か ら,その両者の一応の概
念が示され,ク ラフトとデザインがはたして対立的に取 りあつか え るか ど う
かの疑点があるが,も し対立的とすれば,ク ラフト・デザインとインダス トリ
ァル ・デザインとしての対立 としての設定が示 され,次 いで,片 山氏が クラフ
トデザインの条件 を示され,機能,コ ス ト,行程,材 質か らの説明があ り,高
田氏は伝統工芸としてのクラフ トデザインを申国文献か ら示きれ,最後に坪井
・ 氏のクラフ トデザインの現代的意義か らの説明があった。共同討議の場では,
予想外の論議がかわされたが,結論的には,「近代産業の高度発展が必然的に





















らず,美学的知識のある,しか も被服について精通 した人によって,こ れか ら
の課題として,被服美学が確立 きれねばな らない。
(1)概念規定について
被服美学 とよばれ,あ るい被服造形学とよばれようと,今 日それ らの学問的
内容は決してゆたかではない。被服についての深い考察は常に学問的態度での
ぞまねばならず,こ の両者について も,一応の区別 をしなければならない。被
服造形学 とは,被服造形に関する学であり,被服に関す る広範囲な 内 容 を含
み,慣習,材 料,衛 生,経 済などさまざまな条件6z基づいて,被服が成立する
以上,そ れ らの条件をみたすべ き,隣接諸学 との関係 も深い。しか しなが ら,
ひるがえって,被服美学という立場 を考 えると,、「被服美の学」としての被服
美学ではな く,「被服の美学」という視野の広い分野か らの考察 を進 め る と





一であ り,歌舞伎 も同様であった。絵画はとくに自己申心に考 える こ とが 多
く,それぞれの芸術において,その間のつなが りはなかった。美については,
このような閉鎖的であ り,共通の言語を持 とうとしなかった。美の世界はさま




それにすがらねば生 きてゆかれない。しかし,美 を感 じることは,そのような
拘束か ら自己を解放 して,本来的な自己の生 を感 じることである。 日常生活の
不 自由は免かれないが,そ れを自覚するときおぼえる悲哀が形 となってあらわ
れるとき,それは美である。恍惚感について も,本能的であることと,それを
意識することとでは恍惚感の内容が異る。このような自覚的,意識的な立場が




被服は人間が着 るものである。身体をもった人間が着 るものである。 この身
体 はいわゆる人体 と区別 しなければならない。人体が着 ることと人間が着 るこ










生 きている人間が,被 服を着なが ら,自己のいつわらない本来的生命を自覚
す るとき,被服の美は生れる。しか し,同じ生命 といっても古い ものも新しい
ものもある。何かの権威にすがって生 きようとす るとき,それは古い生 き方で
あろう。新 しい世界観,人 間観をもって生 きようとす るとき,それは自己のい
つわらない生命の要求に基づいて生 きようとするとき,新しい生 き方 といえよ
う。 これこそ20世紀的生き方である。 「美意識の解放」とよばれるのは現代の
特質である。かって,日常生活の場所で,そ の機能にこたえる用の世界は,美
の世界とは別の世界 と考 えられ,機 能を果す用具に,そ れとは別の遊びの目的
が見出す装飾が外か ら附加 されなければ,美 しい ものとならないという考えが
方あった。そこでの美意識は一つの装飾主義としてはたらいている。しか し,
現代は日常生活のすみずみにいたるまで美が見出される。用(機 能)が そのま
ま美であるという,行 きす ぎた誤解 も過去の考察に見出きれるが,有 用なもの
にはたらく視覚性が美をうみ出すという意味で,美意識は機能主義 と して発
動 し,虚飾がすて去 されて,機能が尊重 きれる美の立場が うまれうる。生活の
場にあっても,視覚的に美が求められ きえすれば,そ こに新たな美を生ぜ しめ
うるものである。
(5)おわ りに
被服はきまぎまな角度から研究の対象 となる。被 服美学 もまた一つの立場か
らの考察とみ られるが,単 に一翼をになうとい う意味でな く,諸多の研究 とは
次元を異にした中核的役割を演 じることを認めなければな らない。役に立つ も





「建築的価値 についての一考察」 長部建築造形 社 長部 謙吾氏
「欧米 のグラフ ィック ・デザ イン」 浪速短大 西脇 友一氏
一 スライ ド使用一
長部氏 は建築的価値の うちで建築 美 とよばれ るものは どのよ うな ものか,建
築 美は純粋美で はおおい えない し,建 築 の有用性 と美 的意味 との関聯乃至 その
結 合方式 はどのよ うに考 えるべ きか,を とく4zカン ト美学 を援用 しなが ら解 明
きれた。
西 脇氏は同氏欧米 旅行 中ly自ら取 られた貴重 なス ライ ドを拝見 し,同 時 に レ
タ リングと新 たな出現 のタ イポグラフ ィーについての解 明をな された。
第14回研究例会38年5月11日(土)於 京都市美術大学
研究発表
「欧米のデザイ ン事情 」 浪速短大 中村 真 氏
一 ス ライ ド使用一
ゴペ ンハーゲ ン,ハ ンブルグジ ベル リン,ス トッ トガル ト,ウ ルム,ミ ュン
ヘン,チ ュー リッヒ,ア ムステルダム,ブ リュ ッセル,パ リ,マ ドリッド,バ
ルセ ロナ,ニース,モナ コ,ロ ーマ,ヴ ェネチヤ,ロ ン ドン,二sヨ ー ク,シ
カゴ,シ ヤ トルな ど20数ケ都市,10余ケ国 を遍歴 きれての印象 か ら,「 環境 と
美意識」 との関聯 の深 さを指適 され,視 覚的教養 について,欧 米人 のそれへ の
努力がいかに長 い歴史の上 につ ちか われ来 って築 き上 げ られた ものであ るか,
ひ るが えって,わ れわれ 自身 この ことにいか に反省すべ きか,を 強調 きれた。
座 談 会
テーマ 「最近 のデザ イン情勢 」









一 スライ ド使用一 川崎車輌KK米 満 知足氏
「日本で生れた飛行艇 と水中翼船」
-16ミ リ映写一 新明和工業KK宇 野 唯 男氏
懇親会パーテ ィー
以 上
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